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重い電子系物質である YbRh2Si2 は TN  = 70 mK で弱い反強磁性相転移を示すとされ、H

⊥c では 0.06 T, H / /c では 0.66 T 付近の弱磁場下で磁場誘起量子臨界点 (QCP)を示す  [1]。

このことから、量子臨界近傍に位置する重い電子系物質の典型例として盛んな研究が行われて

きた。しかしながら、この磁場誘起 QCP 近傍のゆらぎの起源については未解明な部分が多い。  

29Si における初期の NMR 測定においては、QCP 近傍で反強磁性的なゆらぎだけでなく、

強磁性的なゆらぎも支配的になっており、顕著な非フェルミ液体的振る舞いをもたらしているこ

とが示唆されている  [2]。電気抵抗と熱伝導測定では QCP 直上で近藤-芳田 1 重項の崩壊を

伴う局所量子相転移モデル  [3] を支持する解釈が提案された  [4]。  一方で、近年の NMR 測

定では量子臨界領域の広い磁場範囲で重いフェルミ液体と非フェルミ液体が共存していること

を示唆する結果が報告されている  [5, 6]。これらの例が示すように複数の量子ゆらぎの起源に

関する研究が行われているが、測定は H⊥c ,  H / /c 方向に限られ、広い磁場角度範囲における

熱力学的測定はほとんどおこなわれていない。  

そこで我々は異方性まで含めた量子臨界領域の起源の考察を行うため、H / /a ,  H / /c を含む

ac 面内において YbRh2Si2 の磁場角度分解比熱 C(Φ)測定を行った。今回はセットアップの都

合上 100 mK 以上の量子臨界領域周辺での測定を中心に行ったため、その結果を報告する。

今回得られた最も興味深い結果は、H / /a で 0.06 T, H / /c では 0.7 T 付近のそれぞれの QCP

周辺で見られる顕著な C(Φ) /T の磁場角度依存性の違いである。0.06 T 付近では H / /a 周辺

の C(Φ)/T はブロードな変化で極端に大きな異方性は見られず、0.7 T においては急激に抑制

された。一方、0.7 T 付近においては H / /c を中心とする 30°前後で顕著なピーク構造が見ら

れ、更にはこのピーク構造は磁場である程度抑制されるものの、測定最高磁場の 5 T まで残っ

た。このことは H / /c 周辺では高磁場まで大きな自由度が残っていることを示唆しており、前述

の NMR 等先行研究で比較的高磁場まで存在するとされる異常なゆらぎと関連がある可能性

がある。当日は H / /a ,  H / /c の種々の磁場下における詳細な比熱の温度依存性測定の結果も

含め、議論したい。  
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